
 

 

 

 

 

 

 ＣＡＩＮＺ販売のアルミホイル（１１μｍ）による吸収補正チェックと 

 Ｄｅｆｃｏｕｓの効果 

 

 

 薄膜でも、反射法では吸収補正＋Ｄｅｆｃｏｕｓ補正を行なう。 

         透過法では吸収補正のみで、Ｄｅｆｃｏｕｓ補正は行なわない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１μｍアルミホイルの光学系補正に、Ｓｃｈｕｌｚの反射法吸収補正とｒａｎｄｏｍ試料の 

Ｄｅｆｃｏｕｓ補正が効果がある事が分かった。 

１１μｍのホイルを１枚、2 枚、４枚、８枚、１６枚重ねて極点測定を行なった。 

Ｓｃｈｕｌｚ反射の吸収補正の効果が確認出来た。 

 

又、ＯＤＦ処理する前の極点図と再計算極点図を比較して、入力極点図の適切に処理されているか 

バックグランド処理極点図、 

バックグランド処理＋吸収補正極点図 

バックグランド処理＋吸収補正＋Ｄｅｆｃｏｕｓ補正極点図 

の比較を行なった。 

バックグランド処理のみで比較プロファイルが全体的に違っている事が確認出来る。 

又、Ｄｅｆｃｏｕｓ補正を施す事で、結晶方位密度が最大になり、違いは小さくなる事が確認出来る。 

１１μｍと１７６μｍ（１６枚）でほぼ同様な値が得られる。 

 

 

    ２００９年１１月２０日 

     

 

 

 



概要 

 最近、Ｃｕ膜（厚さ１０μｍ）の極点測定を行なったが、吸収補正は大丈夫なのか心配になり 

   アルミホイルで試験を行なった。１枚、２枚、４枚、８枚、１６枚重ね合わせで、接着はＡｓｕｋｕｌ 

   のスティックのりを用いた。 

測定条件 

  プロファイル測定 

 ４０ｋＶ－４０ｍＡ 

 スリット ＤＳ＝１／２（高さ制限１０ｍｍ） 

      ＳＳ＝１ｍｍ 

   ＲＳ＝１ｍｍ 

 サンプリング幅 ０．０２ｄｅｇ． 

 スピード    ５ｄｅｇ．／ｍｉｎ． 

 

 極点測定 

 ｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝、｛３１１｝ 

  ４０ｋＶ－４０ｍＡ 

  ＤＳ＝１／２ｄｅｇ．（高さ制限２ｍｍ） 

  Ｓｃｈｕｌｚスリット使用 

  ＳＳ＝６ｍｍ（高さ制限５ｍｍ） 

     ＲＳ＝６ｍｍ 

 

 

ＡｌのＤｅｆｃｏｕｓ曲線 

  

  

 

   測定２θ角度と受光スリットから計算 
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プロファイル比較（補正なし） 

 

 

Ａｌ以外のピークが認められる。 

 

 

 

 

 



Al 厚さ０．００１１μｍの枚数別 

 試料が薄いと吸収補正は極点図中心ほど大きくなる。以下の図は極点図の中心補正量を１．０として 

 規格化した値である。横軸はα軸であり、０．０は極点図の中心を表す。変化量が大きいほど 

 極点図の中心の補正量が大きい事を意味する。２θが高いほど補正量が大きい 

 ５次多項式で近似 

｛１１１｝吸収補正曲線 38.472deg. 

  

 ｛２００｝吸収補正曲線 44.738deg. 

     

｛２２０｝吸収補正曲線 65.133deg. 

  

｛３１１｝吸収補正曲線 78.227deg 

.  
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吸収補正の効果を調べる 

 ｛１１１｝極点図、補正なしでα軸とβ方向の平均値をプロットすると。 

  

 吸収補正後 

     

    ４枚測定は一致度が悪い。 

 

 ｛２００｝極点図、補正なしでα軸とβ方向の平均値をプロットすると。 

  

   吸収補正後 

     

    一致度は良い 
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｛２２０｝極点図、補正なしでα軸とβ方向の平均値をプロットすると。 

    

  吸収補正後 

    

 

｛３１１｝極点図、補正なしでα軸とβ方向の平均値をプロットすると。 

    

  

吸収補正後では 

     

 

概ね、吸収補正は行なわれている。 
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Ｂａｃｋ処理のみ 

  

  

 

    最大振幅は他と比べると小さいが、広範囲に渡って違いが認められる。 

 



Ｄｅｆｃｏｕｓ補正効果（吸収補正を施した１１μｍ試料を用いて） 

ｂａｃｋ処理＋Ａｂｓ 

   

    

   最大振幅が大きい。 



  Ｂａｃｋ＋ＡＢＳ＋Ｄｅｆｏｃｕｓ 

   

  

他に比べると良好である。ＯＤＦ方位も最大になる。 

 



１６枚重ね 

 

 


